
 
 

 
 

S  
 
 
 
 
 
 

 

 
 

( )  

( )  

3 3 31  



 
 

 
1   

2 FD SD  
 

2  

 
 

3  

 
4  

FD

5  

 
6  

 
7

SD



 



―  1  ―



―  2  ―



第１章 令和２年度 活動及び 活動の取り組みと今後の課題

１．「三つのポリシー」の策定及び改定

学校教育法施行規則の改正がなされ、第百六十五条の二において「大学は、当該大学、

学部又は学科若しくは課程（大学院にあっては、当該大学院、研究科又は専攻）ごとに、

その教育上の目的を踏まえて、次に掲げる方針（大学院にあっては、第三号に掲げるもの

に限る。）を定めるものとする。 一 卒業の認定に関する方針 二 教育課程の編成及び

実施に関する方針 三 入学者の受入れに関する方針 ２ 前項第二号に掲げる方針を定

めるに当たっては、同項第一号に掲げる方針との一貫性の確保に特に意を用いなければな

らない。」とされ、平成 年 月 日以降に施行されることとなった。本法施行に先立ち、

平成 年 月 日に中央教育審議会大学分科会大学教育部会より「『卒業認定・学位授与

の方針』（ディプロマ・ポリシー），『教育課程編成・実施の方針』（カリキュラム・ポリシ

ー）及び『入学者受入れの方針』（アドミッション・ポリシー）の策定及び運用に関するガ

イドライン」が示された。いわゆる「三つのポリシー」のガイドラインである。

本ガイドラインでは、「三つのポリシー」について「その内容については、抽象的で形式

的な記述にとどまるもの、相互の関連性が意識されていないものが多い」という指摘がな

されている。そして、高大接続、学修成果の可視化、 サイクルによるカリキュラム・

マネジメントの確立等にも大きく関与するものである。

以上のような状況の中、本学では、平成 年度に大学全体のディプロマ・ポリシーを策

定し、 研修会で報告した。平成 年度は、三つのポリシーを策定し、その内容は本学

のホームページや履修要覧等に掲載している。加えて、アセスメント・ポリシーの策定を

大学全体と学科別に行い、アセスメントすべき内容について学科・専攻・コースごとに検

討を行った。今後、アセスメント・ポリシーに基づく学修成果を可視化を通じて、「三つの

ポリシー」の相互関連を見直し、改訂に向けた取り組みを進めることが重要になる。
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２．令和２年度の取り組み

（１）学修成果の可視化

いわゆる「三つのポリシー」の作成・改善や学士課程プログラムの改訂には、学修成

果の評価をもとに進めていく必要がある。そのためには、学修成果の可視化が不可欠であ

る。本学では、これまでにオリエンテーション時の新入生に による英語テストを実

施してきた。英語のテストは セメスター終了時にも実施しており、入学時からの学修成

果の変化について資料を収集している。特に、国際キャリア学科と教育学科中学校英語・

小学校コースの学生については、学修成果の経年変化の可視化をねらい、 年生から 年

生時まで による英語テストを実施している。

また、令和２年度は、 月に新入生を対象に テストを実施した。このテストにより、

ジェネリックスキル（社会人基礎力）を測定して数値化することで、単位認定による成績

以外の成果を可視化することができる。さらに、 テストの結果をもとにして、１年生

の担任教員が個別面談を実施した。そして、大学では 年生次、短期大学部では 年生次

にそれぞれ２度目の テストを実施し、大学、短期大学部での学修成果のエビデンスの

一つとして、また、進路設計を含めた学生指導に活用する資料として活用している。

今後は、アセスメント・ポリシーを明確にし、全学的な学修成果の可視化を進めると共

に、 サイクルによる検証作業を組織的に実施し、教学面の改善を進めていくことを目

ざしている。

（２）シラバス作成や教育評価方法の見直し・改善

「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け、主体的に考え

る力を育成する大学へ～（答申）」では、学士課程教育の質保証と関連し、学修時間の確保

が重視されている。「授業計画（シラバス）を作成している大学は平成 年度で ％ま

で進んでいるが、そのうち『具体的な準備学修内容を示している』大学は ％、『具体

的な標準学修時間の目安を示している』大学は ％にとどまっている」ことが指摘され
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ている。

本学では、学生アンケートに授業外学習を行った時間に関する項目を加えると共に、シ

ラバスに具体的な授業外学修の学修内容を明記するように求めてきた。全科目のシラバス

の記述内容については、ＦＤ委員が分担してシラバスチェックを実施し、改善に努めてい

る。平成 年度以降はこれに加えて、学生への学修成果へのフィードバックの有無と内容

を記述するように求めた。同じく、学士課程教育の質保障のために、到達目標を測定可能

な行動レベルで記述するように求めた。

そして、平成 年度以降は、アクティブ・ラーニングを導入しているかどうか、 を

活用しているかどうか、授業を英語で実施しているかどうかの 点を記入する欄を設けた。

令和元年度には新任教員が大幅に増えたことから、平成 年 月 日に実施された ・

全体研修会において、全教員を対象にシラバスの記載内容や活用意義等について研修を

行っている。

一方、学習評価の改善・見直しについては、平成 年度からルーブリックを使った学

修評価の導入に取り組み、全学で取り組んできた。さらに、令和元年 月 日の ・

全体研修会では、本学のアセスメント・ポリシーをふまえた学習評価のあり方を題材に研

修も実施している。

令和２年度については、遠隔授業への移行に伴い、シラバス作成や教育評価方法の修

正・変更をせざる得ない状況になったが、シラバス作成や教育評価方法を改めて整理し、

見直す機会にもなった。次年度も継続して、シラバス作成や教育評価方法の見直し・改善

を進める。

（３）学生へのアンケートの活用と検証作業

学生への授業評価に関するアンケートの結果は、第 章で詳しく分析されている。平成

年度までの学生アンケートの結果は、各教員の授業改善の意識を高めるために、夏学期

と冬学期の 回、担当する科目の中から 科目だけ選択し実施してきた。なお専任教員に
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ついては、各学期で第 期と第 期の 回に分けて実施、非常勤講師については第 期の

回のみ実施してきた。また教員個人が授業改革に取り組んだ結果として、リフレクショ

ン・ペーパーの提出を求めてきた。

令和元年度からは、名称を「学生アンケート」から「授業評価アンケート」に改め、学

生が所持するスマートフォンを活用し、 を通じて、全科目について授業評価アン

ケートを実施した。インターネットを介した全科目を対象とするアンケートの結果は、全

学的な傾向の把握は容易になる一方、各科目における授業改善については、具体的で効果

的な手続きや方法のあり方を検討する必要がある。これらの授業評価アンケートに関わる

成果と課題については、ＦＤ委員会において共有しており、次年度以降、授業における

活用の在り方を含め、継続的に検討したいと考えている。

（４）基礎教育ワーキンググループと 教育等ワーキンググループによる教育内容・方

法の検討・提案

令和２年度、本学が直面する教育上の諸課題を検討するため、「本学学生の基礎学力を向

上させるための教育の在り方について提言する」ことを目的とした基礎教育ワーキンググ

ループと「「遠隔授業改善の取り組みと重なり・並行する形で，本学全体の 教育の在

り方について提言する」ことを目的とした 教育等ワーキンググループが設置された。

これらの組織は、令和 年度設置予定の「本学学生に適した，学修意欲を引き出す教育内

容・教育方法を開発し実践を支援するとともに，その継続的な改善を図っていくことによ

り，学生の自律的な学修活動を支援し，もってディプロマ・ポリシーの着実な達成に資す

ること」を目的とする「高等教育推進センター」の準備組織の位置づけではあったが，そ

のプロセスの中で、 活動も実施してきた。

基礎教育ワーキンググループでは、本学の基礎教育の現状分析と他大学での基礎教育の

取り組み事例を調査・検証した。この中でとりわけファシリテーションという教育方法に

着目し、本学の大学基礎演習等の授業でのこのファシリテーション実施の可能性を検討す
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るべく「ファシリテーション研修」を開催した。参加者は、当ワーキンググループに加え

て 教育等ワーキンググループのメンバー、さらにファシリテーションに関連する教育

実践をこれまでに行ってきた教員である。今年度では、このファシリテーションをもとに

した具体的な大学基礎演習の内容や方法を検討することまでは議論できなかったが、その

導入に向けた具体的検討を次年度進めていく。

教育等ワーキンググループでは、遠隔授業における 教育の実態と課題に関する

アンケートや、 ・数理データサイエンス科目のリテラシーレベルにあたる「情報処理演

習Ⅰ・Ⅱ」の見直しなどの活動の中で、令和 年 月 日に「数理・データサイエンス・

を社会においてどのように活用しうるか」と題する 研修会を実施した（ 教育等ワ

ーキンググループ及び 委員会の構成員対象）。また、後述の令和 年 月 日（月）開

催の全教職員参加の合同研修会においては、 研修として実践例を含む具体的な提案や報

告が行われた。

両ワーキンググループの活動及び 研修等は、令和 年度発足の「高等教育推進センタ

ー」に移管され、継続的に取り組まれる予定である。

（５） 全体研修会

令和 年 月 日（木） 時から 時 分までの時間枠で、全教職員参加の 合同

研修会を実施した。新型コロナ感染症の感染拡大リスクを回避するため、例年より 時間

程度短縮した内容で実施した。前半は「本学の方針と課題」、後半は「事務局からお知らせ」

で構成されている。まず、宮﨑常務理事、岩尾学長、「新型コロナウイルス感染症に対する

本学の取り組み」、「 コロナ コロナの教育への課題意識」について講話が行われ

た。また、矢羽野副学長からは「高等教育センター（仮称）」に関する現状と展望、長澤

教育等ワーキンググループ主査からは「冬学期授業への提案と今後の取り組み」が報

告された。

後半は、事務局の各部局より、「総合型選抜オープンキャンパス参加型および学校推薦
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型選抜高大連携型」、「アセスメント・ポリシーをふまえた成績評価」、「現状の就職内定状

況と冬学期移行の教職協働」等が報告された。

以下にプログラムを摘記する。

１．宮﨑光映 常務理事「新型コロナウイルス感染症に対する本学の取り組み（講話）」

２．岩尾洋 学長 「 コロナ コロナの教育が本学の今後を決める（講話）」

３．矢羽野 副学長 「高等教育センター（仮称）に関して」

４． 教育等ワーキンググループ：長澤 主査「冬学期授業への提案と今後の取り組み」

５．入試広報部：東 部長

「総合型選抜オープンキャンパス参加型および学校推薦型選抜高大連携型について」

６．教務部：須原 部長「アセスメント・ポリシーをふまえた成績評価について」

７．キャリアセンター：隅田 副センター長

「現状の就職内定状況と冬学期移行の教職協働について」

令和 年 月 日（月）には、令和 年の新着任教職員を含む全職員参加の 合同研

修会を実施した。新型コロナ感染症の感染拡大リスクを回避するため、例年より３時間程

度短縮した内容で実施した。前半は「本学の方針と課題」、後半は「事務局からお知らせ」

で構成されている。まず、宮﨑常務理事、岩尾学長、令和 年度における本学の取り組み

の総括と今後の展望について講話が行われた。長澤 教育等ワーキンググループ主査及

び他 名からは、「今後のＩＣＴ活用」について、実践例を含む具体的な提案や報告が行わ

れた。また、松岡高等教育推進センター長と間辺高等教育推進副センター長からは「高等

教育推進センター設置」の報告、浅田基礎教育等ワーキンググループ主査からは、昨年度

の実施報告が行われた。

後半は、事務局の各部局より、「 年度入試の結果と今後の取り組み」、「令和 年度

授業運営・和の精神」、「コロナ禍の学生支援」、「コロナ禍の就活支援」及び「学校法人四

天王寺学園創立 周年記念事業」について報告が行われた。
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以下にプログラムを摘記する。

１．宮﨑光映 常務理事 講話

２．岩尾洋 学長 講話

３． 教育等ワーキンググループ：長澤 主査，他５名

「今後のＩＣＴ活用に向けて（提案）」

４．高等教育推進センター：松岡 センター長，間辺 副センター長

「高等教育推進センターの設置について」

５．基礎教育ワーキンググループ：浅田 主査「これまでの基礎教育 の活動」

６．入試広報部：東 部長「 年度入試の結果と今後の取り組みについて」

７．教務部：浅田 部長「令和 年度 授業運営について」

奥羽 副部長「令和 年度 和の精神について」

８．学生支援センター：伊達 センター長「コロナ禍の学生支援について」

９．キャリアセンター：笠原 センター長「コロナ禍の就活支援について」

．学園 周年企画委員：鈴木 総務課長

「学校法人四天王寺学園創立 周年記念事業について」

［引用文献］

中央教育審議会 「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生

涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～（答申）」

（ ）

中央教育審議会 「『卒業認定・学位授与の方針』（ディプロマ・ポリシー），『教

育課程編成・実施の方針』（カリキュラム・ポリシー）及び『入学者受入れの方針』（アド

ミッション・ポリシー）の策定及び運用に関するガイドライン」

（

）

―  9  ―



第２章 新 教育改革プロジェクトにおける取り組み

和の精神（学園訓の実践）について

＜概念図＞

大学全体及び短期大学部全体のディプロマ・ポリシーに基づき、本学学生が在学中に、

『聖徳太子が帰依された仏教に基づく「和の精神」を持ち、実社会で活躍できる人間形成』

を図るため、令和元年度より「和の精神（学園訓の実践）」プロジェクトを実施している。

１．新型コロナウイルス禍における「和の精神Ⅰ」の実施

基礎教育科目「和の精神Ⅰ（瞑想）・Ⅱ（写経）」は、本学仏教教育の柱であり、学生が

入学初年次から意識して「和の精神」を身につけることを目的とした科目である。

例年であれば、本科目は、大学及び短期大学部の所属学生が一堂に会し、本学の「建学

の精神」や「学園訓」、四天王寺や学園の歴史等についての講話を受講し、「献灯」「読経」

「瞑想」「写経」「聖歌斉唱」を行っていた。

今年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、「和の精神Ⅰ（瞑想）」

の開講を夏学期から冬学期へ延期するとともに、学生を半数に分け、対面とオンデマンド

で授業を実施した。なお、対面授業においては、学科別に各教室に分散させて受講するこ

とで「３つの密（密閉・密集・密接）」を避ける授業体制をとった。

「和の精神Ⅰ（瞑想）」の授業運営の詳細については、第５章「本学における仏教教育

について」を参照とする。
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4.51 4.35 2.03 4.20 3.83 3.92 4.05 4.18 4.23
4.54 4.49 2.92 4.48 4.35 4.24 4.36 4.30 4.46
4.41 4.40 2.50 4.35 4.25 4.23 4.22 4.28 4.33

4.45 4.41 2.52 4.31 4.18 4.07 4.13 4.34 4.31

4.48 4.47 2.35 4.32 4.08 4.03 4.08 4.25 4.39

4.55 4.57 2.45 4.51 4.12 4.10 4.25 4.39 4.52

4.42 4.49 2.33 4.43 3.94 3.95 4.11 4.23 4.35

4.53 4.56 2.42 4.42 4.02 3.97 4.11 4.37 4.55

4.52 4.45 2.50 4.48 4.01 3.98 4.20 4.30 4.46

4.42 4.50 2.44 4.31 4.22 4.17 4.18 4.28 4.35

4.38 4.34 2.43 4.24 4.14 4.08 4.11 4.21 4.24
4.67 4.54 2.87 4.53 4.14 4.05 4.30 4.43 4.51
4.26 4.27 2.33 4.29 4.06 4.00 4.11 4.12 4.21
4.47 4.45 2.47 4.37 4.10 4.06 4.17 4.28 4.38

4.48 4.46 2.06 4.16 3.99 4.03 4.20 4.40 4.18

4.80 4.84 2.66 4.80 4.04 4.17 4.36 4.77 4.86

4.44 4.43 2.18 4.40 4.16 4.10 4.21 4.40 4.48
4.65 4.64 2.17 4.53 4.46 4.43 4.43 4.57 4.61
4.59 4.56 2.31 4.54 4.28 4.28 4.35 4.45 4.53
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四天王寺大学・四天王寺大学大学院・四天王寺大学短期大学部

ファカルティ・ディベロップメント委員会規程 

 

 

第 １ 条 この規程は、四天王寺大学、四天王寺大学大学院および四天王寺大学短期大学

部（以下「本学」という。）ファカルティ・ディベロップメントの企画立案事項の

審議・推進を図ることを目的として、ファカルティ・ディベロップメント委員会

（以下「委員会」という。）を設ける。 

第 ２ 条 委員会は、第１条の目的を達成するために、次の事項について企画立案し、Ｆ

Ｄ活動の推進にあたる。 

（１）授業内容、方法および、評価に関する事項 

（２）授業の改善に関する事項 

（３）その他、ＦＤの目的達成のために必要な事項 

第 ３ 条 委員会の委員長を教務部長とし、他の委員を次のように構成する。 

（１）教務副部長（委員長を補佐し、委員長に事故ある場合は、その業務を代行す

る） 

（２）学科長が学科・専攻所属の専任教職員就業規則に規定された教育職員、特別

任用教員および有期・無期職員就業規則に規定された特別任用教員と協議の上、

選任した委員 

（３）教務課長 

（４）その他必要に応じて委員長が任命する委員 

第 ４ 条 委員は、学部学科等の代表として委員会に参画し、全学的見地ならびに学部学

科等の特性に応じて、委員会で審議された結果を学部教授会で報告する。また、必

要に応じて学部の意見を集約したものを委員会で報告・審議する。 

第 ５ 条 委員の任期は１年とする。ただし再任を妨げない。 

第 ６ 条 委員会は委員長がこれを招集して、その議長となる。 

第 ７ 条 委員長が必要と認めた場合は、委員以外の本学教職員に委員会への出席を求め、

その意見を聴くことができる。 

第 ８ 条 この規程の事務は、教務部が所管する。 

 

 

附 則 

１ 「学生アンケート委員会規程」は平成１８年４月１日から施行する。 

２ 「学生アンケート委員会規程」は平成１９年３月３１日をもって廃止し、「ファカル

ティ・ディベロップメント委員会規程」を平成１９年 4月１日より施行する。 

３ この規程は、平成２０年４月１日から一部改正し施行する。 

４ この規程は、平成２２年４月１日から一部改正し施行する。 

５ この規程は、平成２５年４月１日から一部改正し施行する。 

６ この規程は、平成２７年４月１日から一部改正し施行する。 

７ この規程は、平成３０年４月１日から一部改正し施行する。 

８ この規程は、平成３１年４月１日から一部改正し施行する。 
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スタッフ・ディベロップメント委員会規程 

 

 

（目 的） 

第 １ 条 この規程は、四天王寺大学大学院、四天王寺大学および四天王寺大学短期大学

部職員としての資質の向上を図り、もって大学経営および大学改革を推進するこ

とを目的として設置されるスタッフ・ディベロップメント（以下「ＳＤ」という。）

委員会（以下「委員会」という。）の運営等に関し必要な事項を定めるものとする。 

（組 織） 

第 ２ 条 委員会は、次に掲げる者をもって組織する。 

（１）事務局長 

（２）総務課長 

（３）人事課長 

（４）教務課長 

（５）就職課長 

（６）学生支援課長 

（７）その他事務局長が必要と認める者 

２ 副学長は、必要に応じてＳＤ委員会に出席する。 

（委員の委嘱）  

第 ３ 条 前条に定める委員は事務局長が任命する。 

（委員長） 

第 ４ 条 委員長は、事務局長がこれにあたる。 

２ 委員長は、委員会の会議を召集し、その議長となる。 

３ 委員長に事故あるときは、あらかじめ委員長が指名する委員がその職務を代理

する。 

（委員の任期） 

第 ５ 条 委員の任期は１年とする。ただし、再任を妨げない。 

（審議事項） 

第 ６ 条 委員会は、次に掲げる事項について審議する。 

（１）ＳＤの企画立案に関する事項 

（２）ＳＤの推進計画に関すること 

（３）ＳＤの実施に関すること 

（４）その他ＳＤ推進に必要な事項 

（委員以外の出席） 

第 ７ 条 委員長が必要と認めた場合は、委員以外の者の委員会出席を求め、その意見を

聞くことができる。 

（所掌事務） 

第 ８ 条  この規程に関する事務は、人事課が所管する。 

 

 

附 則  

この規程は、平成２７年４月１日から施行する。 
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